
　 

 



毎
年
、
障
害
者
週
間
に
行
わ
れ
る
「
ヤ
マ

ト
福
祉
財
団
小
倉
昌
男
賞
」
の
贈
呈
式
が
昨

年
12
月
５
日
、
東
京
・
丸
の
内
の
日
本
工
業
倶

楽
部
で
行
わ
れ
ま
し
た
。「
小
倉
昌
男
賞
」
は
、

障
が
い
者
の
雇
用
促
進
、
仕
事
づ
く
り
に
尽

力
さ
れ
、
働
く
喜
び
と
生
き
が
い
を
も
た
ら

し
て
い
る
人
の
功
績
を
讃
え
る
も
の
で
す
。

多
数
公
募
の
中
か
ら
選
考
の
結
果
、
第
８

回
小
倉
昌
男
賞
に
決
定
し
た
の
は
、
障
が
い

当
事
者
と
し
て
１
９
６
０
年
代
か
ら
都
市
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
関
す
る
活
動
を
始
め
、
現

在
、
名
古
屋
の
社
会
福
祉
法
人
「
Ａ
Ｊ
Ｕ
自

立
の
家
」
の
常
務
理
事
を
務
め
る
山
田
昭
義

さ
ん
。
ア
イ
デ
ア
あ
ふ
れ
る
取
り
組
み
で
、

レ
ス
ト
ラ
ン
事
業
や
ホ
テ
ル
事
業
、
産
直
米

を
扱
う
米
店
な
ど
を
次
々
と
展
開
し
て
い
る

社
会
福
祉
法
人
「
ま
い
づ
る
福
祉
会
・
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
ほ
の
ぼ
の
屋
」
の
西
澤
心
さ
ん

で
す
。

ま
た
今
回
は
日
本
の
障
が
い
者
の
権
利
や

地
位
向
上
に
貢
献
し
、
と
り
わ
け
就
労
支
援
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万
雷
の
拍
手
鳴
り
や
ま
ず

第
８
回
ヤ
マ
ト
福
祉
財
団

小
倉
昌
男
賞
贈
呈
式

山田昭義さんを推薦された児島美
都子・東京福祉大学大学院教授

渡辺修・財団法人日本環
境協会理事長より選考委
員会を代表しての講評

小倉昌男賞の山田昭義さん

会場には小倉昌男氏の
写真も飾られました
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の
分
野
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
埼
玉
県

立
大
学
教
授
・
丸
山
一
郎
さ
ん
に
特
別
賞
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

各
受
賞
者
に
は
、
雨
宮
淳
氏
（
日
本
芸
術

院
会
員
）
の
手
に
よ
る
、
母
子
ブ
ロ
ン
ズ
像

「
愛
」
を
正
賞
と
し
て
授
与
さ
れ
、
副
賞
と
し

て
賞
金
１
０
０
万
円
の
目
録
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
令
夫
人
に
は
大
き
な
花
束
が
山

崎
理
事
長
よ
り
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

あ
い
さ
つ
の
な
か
で
山
崎
理
事
長
は
「
一

昨
年
、
前
理
事
長
は
80
年
の
生
涯
を
閉
じ
ら

れ
ま
し
た
。
障
が
い
者
の
自
立
に
は
ま
ず
、

利
用
者
に
適
正
な
賃
金
が
支
払
わ
れ
る
こ
と

が
第
一
と
考
え
、
全
国
各
地
を
説
い
て
回
り

ま
し
た
。
今
後
も
財
団
は
そ
の
志
を
継
ぎ
、

障
が
い
者
の
幸
せ
の
た
め
に
精
一
杯
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
」
と
あ
ら
た
め
て
決
意
を
語

り
ま
し
た
。

ま
た
、
俳
人
で
も
あ
る
花
田
春
兆
さ
ん

（
日
本
障
害
者
協
議
会
顧
問
）
は
、「
今
回
は

受
賞
者
の
み
な
さ
ん
を
、
以
前
か
ら
知
っ
て

い
る
だ
け
に
ハ
タ
と
困
っ
た
」
と
ユ
ー
モ
ア

を
交
え
て
挨
拶
。
恒
例
と
な
っ
た
お
祝
い
の

句
が
そ
れ
ぞ
れ
に
贈
ら
れ
、
満
場
の
喝
采
と

と
も
に
式
を
大
い
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

西澤心さんを推薦された田尾直樹・（社福）
京都府社会福祉協議会事務局次長

山
崎
篤
ヤ
マ
ト
福
祉
財
団
理
事
長

よ
り
あ
い
さ
つ

小
倉
昌
男
賞
特
別
賞
の
丸
山
一
郎
さ
ん

小倉昌男賞の西澤心さん

丸山一郎さんを推薦された
佐藤進・埼玉県立大学学長
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バリアフリー運動で、同じ
車いすを利用する仲間とし
て知り合った山田さんとの
出会いや、スモン病患者の
職場探しで20代の丸山さん
と奔走した思い出話などを
語った勝又和夫・日本障害
者協議会代表

厚生労働省社会・援護局障害保険福祉部
長、中村p夫氏の代理で出席した、同社
会・援護局　藤木則夫総務課長。障がい
のある方々や高齢者、あるいは子育てに
ある方々が〈ふつうに暮らせる幸せ〉こ
そが福祉であり、受賞者のみなさんはま
さにその最前線でご活躍されたとお祝い
の言葉をのべました
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「障がい者の自立を願う、そ
れぞれの想いをひしひしと
感じました。ヤマトグルー
プはその使命として小倉昌
男前理事長の意志を継ぎ、
障がいのある方に広く職域
を提供していきたい」と瀬
戸薫・ヤマトホールディン
グス株式会社　代表取締役
社長

小倉イズムを全国に広めようと会場のみ
なさんに訴えた、炭谷茂・財団法人休暇
村協会理事長

「小倉昌男賞は第８回を迎え、その役割が浸透しつつあることに天国の前
理事長も微笑んでいるはず」と祝賀会で乾杯の発声をする、青木大祐・
安田倉庫株式会社相談役

「歴代の受賞者は、本物の熱
意に加え、判断力、行動力
があり、学び上手、人との
つながり上手という共通点
があって、そのうえ一癖も
二癖もある（笑）」とユーモ
アある語り口で、受賞者の
功績を讃えた西村直・きょ
うされん理事長

第１回ヤマト福祉財団賞受賞者として、
小倉前理事長が両手を握って「よくや
ったね」と言葉をかけていただいたと
振り返る伊藤静美・麦の郷理事

村松春夫・ヤ
マト運輸労働
組合中央執
行委員長によ
る一本締めで
閉会

藤井克徳・きょうされん常
務理事（左）炭谷茂・財団
法人休暇村協会理事長

受賞された山田昭義さん（右）、山崎
理事長

伊藤静美・麦の郷理事（右）、山崎理
事長

受賞された西澤心さん（右）、木川
眞・ヤマト運輸代表取締役社長

特別賞の丸山一郎さん、藤井克徳・き
ょうされん常務理事（右）
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「
社
団
法
人
日
本
フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ー
協
会
」

は
フ

（
※
）ィ

ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ー
を
行
政
依
存
の
ス
タ
イ

ル
か
ら
脱
却
さ
せ
、
一
般
市
民
や
企
業
が
自
ら

主
体
性
を
も
っ
て
参
加
、
推
進
で
き
る
よ
う

に
、
そ
し
て
企
業
文
化
と
し
て
根
付
か
せ
て
い

け
る
よ
う
に
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

企
業
フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ー
大
賞
は
、
２
０
０

３
年
に
創
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
賞
は

「
経
営
だ
け
で
は
な
く
、
環
境
や
社
会
の
視
点

か
ら
、
本
業
を
活
か
し
て
い
る
こ
と
を
条
件

に
、
社
会
性
・
先
駆
性
・
波
及
性
に
富
む
行
動

を
し
て
い
る
企
業
を
顕
彰
す
る
」
こ
と
を
主
旨

と
し
て
い
ま
す
。「
障
が
い
者
に
よ
る
ク
ロ
ネ

コ
メ
ー
ル
便
配
達
事
業
」
が
「
特
別
賞
・
社
会

共
生
賞
」
に
選
ば
れ
た
理
由
と
し
て
、
次
の
よ

う
な
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ー
協
会
よ
り
）

●
賞
の
目
的：

本
業
を
通
じ
た
社
会
貢
献
活
動

を
顕
彰
し
、
21
世
紀
の
新
し
い
企
業
行
動
モ

デ
ル
を
広
く
世
に
示
す
こ
と
で
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
経

営
の
推
進
を
目
指
す
。

●
活
動
内
容：

障
が
い
者
に
よ
る
ク
ロ
ネ
コ
メ

ー
ル
便
配
達

●
贈
呈
理
由：

障
害
者
に
就
業
機
会
を
提
供

し
、
仕
事
を
す
る
こ
と
の
喜
び
を
与
え
て
い

る
と
共
に
、
仕
事
が
出
来
る
こ
と
に
よ
る
生

活
へ
の
自
信
を
持
つ
機
会
を
提
供
し
、
人
生

を
希
望
の
あ
る
も
の
に
変
え
て
い
る
。
さ
ら

に
、
地
域
の
人
た
ち
が
彼
ら
と
日
常
的
に
接

し
、
彼
ら
の
働
く
姿
に
身
近
に
触
れ
る
こ
と

で
、「
共
に
生
き
る
」
と
い
う
意
味
を
現
実

の
も
の
と
し
て
実
感
で
き
る
機
会
を
提
供
し

て
い
る
功
績
は
大
き
い
。
ま
た
、
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
障
害
者
と
健
常
者
を
差
別
し
な

い
、
本
業
に
取
り
組
ま
れ
た
社
会
貢
献
の
あ

る
べ
き
姿
を
示
し
て
お
り
、
一
つ
の
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
を
示
し
た
も
の
で
も
あ
る
と
い
え

る
。「
す
べ
て
の
人
に
や
さ
し
い
企
業
」
を

標
榜
す
る
同
社
の
、
共
生
哲
学
か
ら
生
み
出

さ
れ
た
活
動
と
し
て
高
く
評
価
で
き
る
。

贈
呈
式
は
２
月
28
日
に
、
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー

（
東
京
・
千
代
田
区
）
に
て
行
わ
れ
ま
す
。

日
本
フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ー
協
会(
東
京
・
千
代
田
区
、
高
橋
陽
子
理
事
長)

は
、
昨
年
12
月
、
社
会
貢
献
に

取
り
組
む
企
業
を
表
彰
す
る
「
企
業
フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ー
大
賞
」、
２
０
０
７
年
度
の
受
賞
企
業
を
発
表
。

そ
の
特
別
賞
で
あ
る
社
会
共
生
賞
を
、
ヤ
マ
ト
運
輸
が
受
賞
し
ま
し
た
。
受
賞
の
対
象
と
な
っ
た
「
障
が

い
者
に
よ
る
ク
ロ
ネ
コ
メ
ー
ル
便
配
達
事
業
」
は
、
メ
ー
ル
便
配
達
事
業
を
通
じ
て
障
が
い
者
雇
用
の
拡

大
と
就
労
の
場
を
提
供
し
、
地
域
と
の
共
生
を
支
援
す
る
事
を
目
的
に
２
０
０
４
年
か
ら
財
団
と
協
力
し

て
進
め
て
き
た
事
業
で
す
。

ヤ
マ
ト
運
輸
が

第
５
回
企
業
フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ー
大
賞

「
特
別
賞
・
社
会
共
生
賞
」
を
受
賞

▲クロネコメイトから
ヤマト運輸の契約社員
に。

▲日本全国各地で、障がい者のみなさんが
クロネコメイトとして活躍しています。

■
「
企
業
フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ー
大
賞
」
と
は
？

■
「
受
賞
の
理
由
」
は
？

※フィランソロピーとは、ギリシャ語のフィラン=愛とアンソロポス=人類を合成した造語、直訳
すると人類愛、慈善となり、日本では「社会貢献」という意味で使われています

▲日本フィランソロピー協会が発刊
する「月刊フィランソロピー」に当
事業が紹介されました。



「
き
ょ
う
さ
れ
ん
」
は
障
が
い
の
あ
る
人

た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
働
く
・
活
動
す

る
・
生
活
す
る
こ
と
を
応
援
す
る
共
同
作
業

所
の
全
国
組
織
で
す
。
１
９
７
７
年
か
ら
数

え
て
30
年
目
と
な
る
節
目
の
大
会
で
、
財
団

を
は
じ
め
多
く
の
企
業
・
団
体
に
感
謝
状
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

財
団
に
つ
い
て
は
、
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
を
通
じ
て
小
規
模

作
業
所
の
工
賃
ア
ッ
プ

に
貢
献
し
た
こ
と
に
対

し
、
贈
ら
れ
た
も
の
で

す
。感

謝
状
を
贈
ら
れ
た

人
た
ち
を
代
表
し
て
山

崎
理
事
長
は
、
小
倉
昌

男
前
理
事
長
が
13
年
前

の
阪
神
・
淡
路
大
震
災

の
折
に
、
被
災
さ
れ
た

障
が
い
者
の
方
を
憂
い

て
、
き
ょ
う
さ
れ
ん
に

寄
付
を
し
た
こ
と
に
端

を
発
し
、
そ
の
後
、
障

が
い
者
の
給
与
の
実
態

を
知
る
に
至
っ
て
覚
え

た
憤
り
か
ら
、
障
が
い

者
の
自
立
に
は
経
済
力

は
不
可
欠
と
の
信
念
で
、「
１
万
円
か
ら
の
脱

却
」
を
合
言
葉
に
、
き
ょ
う
さ
れ
ん
と
協
力

し
て
〈
小
規
模
作
業
所
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
〉
を
開
催
。
自
ら
全
国
を
回
り
、
経
営

の
ノ
ウ
ハ
ウ
に
つ
い
て
説
い
た
と
語
り
ま
し

た
。
最
後
に
、「
障
害
者
権
利
条
約
」
が
２
０

０
６
年
の
国
連
で
採
択
さ
れ
た
日
が
、
奇
し

く
も
小
倉
氏
の
誕
生
日
で
あ
っ
た
こ
と
に
触
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障
が
い
者
の
自
立
と
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た

活
動
に
感
謝

き
ょ
う
さ
れ
ん
全
国
大
会
で
財
団
が
感
謝
状
を
い
た
だ
き
ま
し
た

感謝状を受けた人た
ちを代表してあいさ
つする山崎理事長

き
ょ
う
さ
れ
ん
の
第
30
回
全
国
大
会
が
昨
年
12
月
21
日
か
ら
東
京
ビ

ッ
グ
サ
イ
ト
で
４
０
０
０
名
の
参
加
者
の
も
と
に
開
催
さ
れ
、
こ
の

席
上
、
財
団
に
今
ま
で
の
活
動
の
実
績
に
対
す
る
感
謝
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

高橋洋子さんときずな会によるウェ
ルカムコンサートで大会がスタート

脚本のジェームズ・三木氏をはじめ、出演者が駆けつけた、30周年記念映画
「ふるさとをください」の舞台あいさつ

きょうされんきょうされん 
3030周年記念映画周年記念映画 

ふるさとをください 
20072007年3月より全国縦断公開月より全国縦断公開 

《　　　　》 きょうされん 
30周年記念映画 

ふるさとをください 
2007年3月より全国縦断公開 

《　　　　》 

“障がいがある人が地域で当り前

に生きていくこと”をテーマに、精

神障がいと共同作業所を取り巻く

現状にスポットライトを当てた、心

に沁みるヒューマン・ドラマです。 

▲麦の郷の作業所「ラ
テール」でのロケ風景、
中央が所長役の藤田
弓子さん 

　紀ノ川を見下ろす百
合山頂上付近でラスト
シーンの撮影 

▲
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れ
、
す
こ

し
ず
つ
だ

が
社
会
は

変
わ
り
つ

つ
あ
る
。

多
く
の
困

難
が
ま
だ

立
ち
は
だ

か
っ
て
い
る
と
い
う
現
実
は
あ
る
が
、
小
倉

前
理
事
長
の
志
を
受
け
継
ぎ
、「
慌
て
ず
・
焦

ら
ず
・
諦
め
ず
」
の
精
神
で
、
障
が
い
者
が

い
き
い
き
と
働
け
る
社
会
の
実
現
に
努
力
す

る
と
、
あ
い
さ
つ
を
結
び
ま
し
た
。

記
念
映
画
の
紹
介
に
特
別
ゲ
ス
ト
も

こ
の
日
、
歌
手
の
高
橋
洋
子
さ
ん
や
東
京

の
利
用
者
の
集
ま
り
で
あ
る
「
き
ず
な
会
」

に
よ
る
ウ
ェ
ル
カ
ム
・
コ
ン
サ
ー
ト
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
全
国
大
会
で
は
、
基
調
報
告
や

柔
道
の
金
メ
ダ
リ
ス
ト
・
山
下
泰
裕
さ
ん
に

よ
る
記
念
講
演
の
ほ
か
、
き
ょ
う
さ
れ
ん
30

周
年
記
念
映
画
「
ふ
る
さ
と
を
く
だ
さ
い
」

を
紹
介
す
る
特
別
企
画
も
催
さ
れ
ま
し
た
。

映
画
は
、
地
元
住
民
に
葛
藤
を
引
き
お
こ

し
な
が
ら
も
共
同
作
業
所
が
地
域
に
受
け
入

れ
ら
れ
て
い
く
様
子
を
描
い
た
ド
ラ
マ
で
、

第
１
回
ヤ
マ
ト
福
祉
財
団
賞
を
受
賞
さ
れ
た

伊
藤
静
美
さ
ん
た
ち
の
「
麦
の
郷
」
が
そ
の

モ
デ
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ス
テ
ー
ジ
に
は
、
ヒ
ロ
イ
ン
を
演
じ
た
大

路
恵
美
さ
ん
や
、
ベ
ン
ガ
ル
さ
ん
、
石
井
め

ぐ
み
さ
ん
ほ
か
出
演
陣
に
加
え
、
脚
本
を
執

筆
し
た
ジ
ェ
ー
ム
ス
三
木
氏
も
登
場
。
華
を

添
え
ま
し
た
。

東京ビッグサイトに4000人以上
が集結

あらすじ 

　
片
倉
千
草
は
大
学
院
を
出
て
県
庁
に
就
職
。

父
の
雄
二
郎
は
商
店
を
営
ん
で
い
る
。
あ
る
日
、

町
は
ず
れ
に
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
と
パ
ン
製
造
を

す
る
不
思
議
な
集
団
が
現
わ
れ
た
。
そ
れ
は
共

同
生
活
を
目
指
す
障
が
い
者
た
ち
な
の
だ
が
、町

内
会
役
員
の
父
は
反
対
運
動
に
名
を
連
ね
る
。 

　
そ
ん
な
折
、千
草
は
共
同
作
業
所
の
若
い
職

員
、内
藤
明
彦
と
知
り
合
う
。
彼
を
通
し
て
障
が

い
者
の
実
際
を
知
り
、そ
の
活
動
に
共

感
す
る
千
草
だ
が
、父
・
雄
二
郎
と
衝

突
す
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
。
作
業

所
で
は
そ
の
こ
ろ
、メ
ン
バ
ー
の
中
か

ら
一
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
生
ま
れ
て
い
た
。

親
た
ち
は
二
人
の
結
婚
に
反
対
な
の

だ
が
、明
彦
は
二
人
を
ゴ
ー
ル
イ
ン
さ

せ
よ
う
と
応
援
し
て
い
る
。 

　
一
方
、明
彦
と
千
草
も
互
い
の
気
持

ち
を
確
認
し
、結
婚
を
申
し
込
む
明

彦
。
だ
が
彼
と
父
と
の
間
で
深
刻
な

板
挟
み
に
あ
っ
た
千
草
は
つ
い
に
家
を

飛
び
だ
し
て
し
ま
う
。 

　
果
た
し
て
、親
子
の
対
立
の
行
方

は
？
　
そ
し
て
、メ
ン
バ
ー
の
結
婚
式

は
無
事
成
功
す
る
の
か
？ 

［作品DATA］ 
映画「ふるさとをください」製作委員会 
（きょうされん／和歌山県共同作業所連絡会／（社福）一麦会／（有）イメージ・サテライト） 
 
　冨永憲治監督作品　脚本：ジェームス三木　音楽：小六禮次郎 
 
　キャスト：大路恵美　ベンガル／烏丸せつこ　石井めぐみ　中山仁／藤田弓子 
 
　上映時間　１時間３５分　　カラー　　 
 
２００８年3月より全国縦断上映（各地の共同作業所の主催による上映会を開催の予定） 
●お問合せ● 

きょうされん事務局（０３-５３８５-２２２３　担当：川久保・谷岸） 

●和歌山の「麦の郷」をモデルにしたこの映画で、脚本を執

筆したジェームス三木は、あえて作業所の側からの視点ではな

く、周囲の住人の視点からシナリオを練り上げ、笑って泣ける

物語のなかに、障がい者福祉の問題点を織り込みました。こ

れまでも精神障がいを描いた映像作品はありましたが、そこに

至るものはあっても、克服し立ち直っていく姿を描く本作はこ

れまでにないものです。 

●撮影は、麦の郷・地元住民・和歌山県の全面協力の下に

進められました。主要スタッフも事前に麦の郷に通い、難しい

役どころに正面から挑むとともに、麦の郷のメンバーらも随所

に出演。ありのままをスクリーンに焼きつけ、観た人の 

心に大切な何かを灯す、ハートウォーミングな95分 

に仕上がっています。 

見どころ 

■モデルとなった「麦の郷」理事・伊藤静美さん  

撮影中は端で見ているだけで熱が入りました。これまでの

ことがよぎって泪がぼろぼろ出てね。役者さんの演技はそ

れほど素晴らしい！　一人でも多くの方に観ていただいて、

何か心に残るものがあれば有り難いです。  

■「麦の郷」とは… 
社会福祉法人一麦会・通称「麦の郷」は、1977年にその

前身を設立。95年には日本初の精神障害者福祉工場を

立ち上げた。現在は地元自治会と協力して「福祉の街づ

くり」の拠点となり、精神障がい者、障がい乳幼児、不登

校児、高齢者の問題にとりくむ総合リハビリテーション施

設を目指す。麦の郷ではこれまで12組のメンバーが結婚し

ている。麦の郷前理事長の伊藤静美さんは、第１回ヤマト

福祉財団賞を受賞。 

　工場での撮影を終えて、俳優と
ロケに参加した入所者と記念写真 

▲長年の病院生活から抜け
出て、メンバー同士のゴール
インを祝うシーン。映画では
このあとの急展開が・・・。 

▲麦の郷のクリーニング工場でのロケ風景、メン
バーが撮影に協力 

　私の役を藤田弓子さ
んが演じられるなんて！！
撮影の合間に藤田弓
子さん（右）と伊藤静
美さん 

▲
 

▲
 

▲
 
▲
 
▲
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河北新報　2007年12月12日

仕事にやりがい
施設・作業所のメイトさんの
報告会を開催しました

財団では3年にわたり障がい者のクロネコ
メール便配達事業を推進してきました。今
では、全国234カ所の施設・作業所で850
名を超えるメイトさんが活躍しています。
そのメイトさん本人によるはじめての報
告会が、障害者週間の12月7日、仙台市で
財団法人ナイスハート基金・東北福祉大学
との共催で行われました。

3年目を迎えたスワン
カフェ＆ベーカリー
時計台店が話題にな
りました。

北海道新聞　2007年12月26日

東北福祉大学
（仙台市）で行わ
れた報告会
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宅急便車1万台で
「障害者週間」をＰＲ

パワーアップした大塚さん

全国の宅急便車
１万台に「障害者
週間」のステッカ
ーを掲示し、街の
中で「障害者週
間」のＰＲに協力
しました。

▲障害者週間のステッカー

福祉ベンチャーパートナーズの大塚由紀子さ
んの活躍ぶりが新聞に紹介されました。大塚
さんは財団の「パワーアップセミナー」の講
師で、「障がい者の働く場づくり応援プロジェ
クト」の経営コンサルタントも担当していま
す。

毎日新聞　2007年12月3日



Yamato Welfare Foundation No17-2008 Winter 14

毎
年
、
冬
に
な
る
と
財
団
に
北
海
道
の
サ
ン
タ
さ

ん
か
ら
贈
り
物
が
届
き
ま
す
。
高
級
ジ
ャ
ガ
イ
モ

の
キ
タ
ア
カ
リ
が
約
４
ト
ン
。
札
幌
の
南
西
、
ル

ス
ツ
で
農
業
を
経
営
す
る
玉
手
博
章
さ
ん
か
ら
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
で
す
。

札
幌
の
南
西
に
な
だ
ら
か
な
裾
野

を
広
げ
る
羊
蹄
山
の
麓
で
農
家
を
営

む
玉
手
さ
ん
は
、
財
団
に
「
キ
タ
ア

カ
リ
」
を
毎
年
の
よ
う
に
寄
贈
し
て

く
だ
さ
い
ま
す
。
今
年
は
、
キ
タ
ア

カ
リ
と
新
種
の
ベ
ニ
ア
カ
リ
を
贈
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
福
祉
財
団
で

は
こ
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
ス
ワ
ン
ネ
ッ

ト
と
き
ょ
う
さ
れ
ん
を
通
じ
て
、
全

国
の
施
設
に
贈
っ
て
い
ま
す
。

日
本
で
キ
タ
ア
カ
リ
の
生
産
・
販

売
を
は
じ
め
た
の
は
、
玉
手
さ
ん
が

最
初
。
こ
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
甘
く
て

お
い
し
い
と
評
判
が
立
ち
、
最
近
で

は
贈
答
用
に
も
取
引
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
玉
手
さ
ん
は
キ
タ
ア

カ
リ
を
消
費
者
に
直
接
輸
送
し
て
売

る
、
直
販
を
し
て
い
ま
す
。

玉
手
さ
ん
は
ヤ
マ
ト
運
輸
と
財
団

の
創
設
者
で
あ
る
小
倉
昌
男
前
理
事

長
に
、
格
別
の
思
い
が
あ
り
ま
す
。

小
倉
前
理
事
長
が
国
の
独
占
だ
っ
た

郵
便
事
業
に
参
入
し
、
日
本
の
流
通

業
に
大
改
革
を
起
こ
し
て
い
っ
た
姿

に
、
自
身
と
同
じ
「
独
立
の
志
士
」

の
気
概
を
感
じ
た
の
で
し
た
。

「
日
経
新
聞
で
連
載
さ
れ
て
い
た

『
私
の
履
歴
書
』で
、
小
倉
さ
ん
の
こ
と

を
知
り
ま
し
た
。
国
を
相
手
に
輸
送
事

業
を
興
し
て
い
っ
た
人
が
い
る
の
を
知

っ
て
、
す
ご
い
人
が
い
る
ん
だ
ね
、
と

家
族
で
話
し
て
い
た
の
で
す
」

あ
る
雑
誌
の
取
材
を
き
っ
か
け
に
、

玉
手
さ
ん
の
気
持
ち
や
取
り
組
み
は

生
前
の
小
倉
前
理
事
長
も
知
る
と
こ

ろ
と
な
り
ま
し
た
。
小
倉
前
理
事
長

は
玉
手
さ
ん
に
共
感
し
、
す
ぐ
に
サ

イ
ン
入
り
の
自
著
20
冊
を
贈
っ
た
そ

う
で
す
。

「
本
が
届
い
た
と
き
は
本
当
に
感

動
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
お
目
に
か
か
り

た
い
と
日
程
の
調
整
な
ど
も
し
た
の

で
す
が
、
お
加
減
が
悪
く
な
っ
た
と

連
絡
が
あ
っ
て
あ
っ
と
い
う
間
に
…
」

面
会
の
約
束
を
し
つ
つ
も
果
た
す

こ
と
の
な
い
ま
ま
、
訃
報
を
受
け
取

っ
た
玉
手
さ
ん
。
そ
の
と
き
小
倉
前

理
事
長
が
私
財
を
投
げ
打
っ
て
福
祉

財
団
を
創
設
し
た
こ
と
を
思
い
出
し

た
そ
う
で
す
。

「
障
が
い
の
あ
る
人
た
ち
の
た
め

に
財
団
を
設
立
す
る
。
そ
れ
は
お
金

が
あ
れ
ば
、
誰
で
も
で
き
る
と
い
う

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
小
倉
さ
ん

の
遺
志
を
会
社
ぐ
る
み
で
引
き
継
ぎ
、

今
で
も
応
援
し
て
い
る
ヤ
マ
ト
運
輸

と
い
う
会
社
も
す
ば
ら
し
い
と
思
い

ま
し
た
。
う
ち
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
、

財
団
に
寄
贈
す
れ
ば
、
喜
ん
で
受
け

取
っ
て
く
れ
る
人
た
ち
が
い
ま
す
。

私
た
ち
販
売
側
は
、
ど
こ
に
商
品
を

必
要
と
し
て
く
れ
る
人
が
い
る
の
か

わ
か
り
ま
せ
ん
。
必
要
と
し
て
く
れ

る
人
に
届
け
て
も
ら
え
る
こ
と
は
、

私
に
と
っ
て
も
有
り
難
い
こ
と
で
す
」

●

日
本
の
農
家
の
常
識
に
一
人
果
敢

に
立
ち
向
か
い
、
消
費
者
と
い
う
最

も
強
い
味
方
を
増
や
す
こ
と
で
こ
こ

ま
で
き
た
と
い
う
玉
手
さ
ん
。
毎
年

キ
タ
ア
カ
リ
だ
け
で
は
な
く
、
暖
か

い
気
持
ち
も
届
け
て
く
れ
る
北
の
贈

り
主
は
、
消
費
者
の
声
に
応
え
る
こ

と
で
、
産
業
界
に
大
き
な
改
革
を
も

た
ら
し
た
小
倉
前
理
事
長
と
通
ず
る
、

熱
く
強
い
気
持
ち
を
秘
め
た
改
革
者

で
す
。

思
い
が
込
め
ら
れ
た

キ
タ
ア
カ
リ
が
届
く

果
た
せ
な
か
っ
た
約
束

そ
の
気
持
ち
を
形
に

北海道のサンタさん

玉
手
博
章
さ
ん
か
ら
、

豊
か
な
大
地
の
贈
り
も
の
が

届
き
ま
し
た

玉手博章
たまてひろ あ き

さん
北海道虻田郡ルスツにて玉手農
場を経営。平成14年から毎年、
財団への寄贈を続けています。

福祉共同作業所いろえんぴつ
（愛媛県松山市）

小規模作業所　ほっとサロン
（鳥取県西伯郡）

給食の肉じゃがに
しました。

ありがとうござい
ます！！

箱を空けて

みんなでワ
イワイ！

そのまま蒸
かして食べ

ました。

おいしかっ
たです！
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Y W F  T O P I C S

中国・新疆ウイグル自治区政府の副主席をはじめ、障害
者連合会関係者7人が、昨年の12月26日、スワンカフェ＆
ベーカリー赤坂店（東京）を訪れました。
今回の訪日は、日本の国立身体障害者リハビリテーショ
ンセンター、財団の支援事業など、日本の福祉の現状視察
が目的です。
買　爾副主席は「財団の支援事業、スワンの事業は私た
ちがこれから障害者事業を行っていくモデルケースになり

ます。新疆に戻って障害
者事業がさらによくなる
ようにしたい」と話され
ました。

花田春兆さんの44年ぶりの句集「喜憂刻々」の発刊記念
懇親会が、東京・銀座のスワンカフェで、台風20号が近づ
く昨年の10月27日に催されました。
この日は、スワンカフェのアートスペースで行われてい
た花田春兆さんの陶俳画展の最終日でもあり、春兆さんの
広い交友関係を表すように、共に障がい者運動を進めた旧
厚生省厚生課長をはじめ東京大学客員教授、文芸評論家な
ど、多くの方が駆けつけられました。会では、春兆さんが
国際障害者年に作詞され、その後
のテーマソングとなった「街へ行
こうよ」を参加者で合唱するなど、
嵐を吹き飛ばすほどの熱気あふれ
る懇親会でした。

スワンは私たちの
モデルです

中国・新疆
しんきょう

ウイグル地区から
視察団

みんなでお祝い
花田春兆さんの出版記念会

財団の事業の説明を受ける視察団

次は私が就職します！
ヤマト自立センターで
卒業生、ぞくぞく

ヤマト自立センター（埼玉・新座）が、昨年１年間で23
名の中から12名を就職で企業に送り出しました。
「世の中の動きが障がい者雇用に積極的になっている
ので、障がい者にとっては就労のチャンスですね」と責
任者の道祖土さん。
「今後は、障がい者の就労訓練施設として工賃をあ
げ、手探りで行っている、就労後のフォロー体制を体
系的に整えたい」と次への意気込みを語っています。

●
仕事が休みの日には、給与明細を持って報告に来る

卒業生、税金を納め母親を扶養するようになった卒業
生・・・「働くことがうれしい」という気持ちが、仲間の
利用者にも伝わって、「次は私が就職！！」という雰囲気
であふれている自立センターです。

陶俳画展の始まる10月22
日、82歳の誕生日を迎え
た花田春兆さん

フォーラムパッケージ様で作業
中の東坂由紀さん

ヤオコー上福岡
店様で働く福井
生さん

ユニクロ三芳店
様で品出し作業
の加藤裕樹さん




